
３．　通行を禁止する表示物を設けていない。

道 路 使 用 状 況 等 申 出 書

　別紙非課税適用申告書によって「公共の用に供する道路」に該当す

　 の通行を禁止し、もしくは制限していない。

２．　社会通念上通行に支障を生じると考えられる時間について一般人

１．　他人に有料で貸しつけたり、利用料の徴収は行っていない。

るものとして申告した土地（道路部分）の使用状況等は次のとおりです。

４．　門扉、さく又はこれに類する通行の障害物はない。

５．　物資集積場、車両置場、荷さばき場、物品販売場等として使用し

　 ていない。

６．　申告した土地の道路幅員は 　ｍ程度です。

日

調　査　員

適用年度

本
市
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（
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認
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欄

非課税に
　　該当する
　　該当しない

認定基準と現況との関係

公共の用に供する道路に該
当しない場合はその理由等

現　況　調　査　日

  地積を含む申出内容につ

  いての所見

令和　　　年　　　月　　　日

　以上のとおり相違ありません。

　（あて先）

大 阪 市 長
　　住　  　所
（法人にあっては、主たる事

務所の所在地）

　　　　　年度から

公共の用に供する道路に係る「土地非課税適用（取消）申告書」付票

　　　（注） 申出された方は次の各欄については何も記入しないでください。
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　　氏　  　名
（法人にあっては、その名称

及び代表者の氏名）


